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目的

素数 を法とした一般フィボナッチ数列を とする。
単純に一般フィボナッチ数列と言えば
その一般項は漸化式 を満たすが、
ここでは となる。
ゆえに である。

そしてベクトル を としてベクトル列 を定義
する。

には必ず を満たす が存在する。
この時最小の を周期、 を軌道と呼ぶ。



有理数ベクトル を によって展開する

行列進展開について研究した。



方法

としてベクトル列 を定義する。
だから、 よ

り軌道を求めることができる。
各々の について類方程式、軌道の数、最大周期を求める。

尚、 のように に自然数 を掛けたものを改めて と

して用いる。
以後、 として観察した。



例： のときの軌道

周期 軌道



のときのまとめ

周期
軌道の数

最大周期：
軌道の数：
類方程式：

ほぼ全ての について周期 の軌道は のみであるが、周
期 の軌道が複数存在する事例があるので後にそれについて
考察する。



結果

の固有多項式 について、その

解の有無で分類される。
軌道の数を 、最大周期を とする。

解が 個のとき 解が 個のとき



考察

のとき、周期 の軌道が 個存在する。

より、すべての について軌道 が

存在するのは明らかである。
そしてほとんどの について、周期 の軌道は のみ存在
する。
しかし、 のときのみ周期 の軌道が 個存在する。



のときの周期１の軌道



『証明』

ここで周期 とすると、 だから、



と は素数で、 だから、 とす
ると が成立するのは のときのみである。
そして のときは は常に成立し、 は

の範囲で自由にとれる。
その各々の に対して は によって唯一つに定まるため、

と を満たす は 個存在する。
よって のときのみ、周期 の軌道は 個存在する。

（証明終）



のときのみ周期 の軌道が複数存在するのは、観
察前に としたためである。
をそのまま変数として考えると、 は

となる。
よって以下のことが言える。

を素因数分解する。
その素因数が のとき、周期 の軌道は 個存在する。



が素数 素数でない の個数


